




















2017 年 3月の 1F見学（中串 , 2017）、2018 年の 1F・2F見
学（中串 , 2019）に参加させて頂くことができた。本稿は我々





















2019 年 11 月 東京電力福島第一・第二原子力発電所および
周辺地域訪問記
Report on the visit to the TEPCO Fukushima Daiichi and Daini Nuclear Power Stations 
and the vicinity, November 2019
中串	孝志 1、古川	邦之 2
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16:48    質疑の後、ビジターズ・ホールに移動し、バスから自
家用車に乗り換え、2Fを出発した。今回の研究会の宿「い
こいの村なみえ」は浪江町にあるため、R6を北上する。
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9:09    廃炉資料館に到着。昨年見た「旧エネルギー館」は
簡素な施設だったが、非常に綺麗に生まれ変わっていた。






















































































10:43    帰還困難区域に入った。二輪車や歩行者は通行禁
止である。






10:51    道路沿いに見られる空間線量率の表示は1.849μSv/h
だった。















11:13    出発。赤いステッカーは場内の整備場で整備した車
両を表している。
11:18    ALPS前。今回は、中で白タイベックの人が作業して
いるのが見えた。建物前の空間線量計の表示は約 0.7μSv/h 
だった。















11:27    2 号機前にて。水素爆発せず建屋の姿が残っている。
「前室（まえしつ）」と呼ばれる作業用施設が作られている。























11:33    原子炉建屋は岩盤面まで岸壁を掘り下げて設置され
た話など。









11:42    2・3 号機方面は今回は通行止めのためここで引き返
す。












































13:02    バスに乗車し、1Fを出発。中央台交差点からR6に
出た。










































































14:19    常磐道をくぐってさらに北西へ。山麓線に出た。帰還
困難区域の中を山麓線で北へ進む。
14:32    R288に入って、双葉町方面へ向かう。程なく再び山
麓線に出る。ここは通れるようになったばかりである ix。この辺
りの空間線量率は2.6μSv/h程度のようだった。
14:49    浪江の市街地の西奥エリアでは、屋根に土嚢を載せ
ている家がちらほら見られた。台風の影響だろうか。また、ま
だ地震のダメージを残す家もある。
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に言うと、図 14中の「スパイク」はそれぞれ 5～ 10 分程度は指示
値が高かったことを示す。これが実際の空間線量率の分布とどう相関
しているかについては未検討である。
xii　従って、「被災者に寄り添う」等の類のフレーズは安易に用いるべき
ではないと中串は考えている。
xiii　中串は第一種放射線取扱主任者有資格者であるが、2010 年前後
はまだ科学コミュニケーション論にも専門分野を広げようとしていたことも
あり、事故直後には情報発信を試みたことがあった。しかし始めてみる
と、現実の「科学的知見を必要としない人々」の圧倒的な壁、潮流
を目の当たりにして（中串 , 2015）、科学の無力さに絶望し、科学コミュ
ニケーション論の看板を掲げることをやめた。
受理日　2020 年 6月11日
